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は じ め に

格差の進行する現代。その一つ，教育格差や子どもの貧困問題も抱える昨今
の日本において，私は，E・H・カー『歴史とは何か』の中の「歴史は現在と過
去の対話である」という言葉を想起する。近代に学校教育が開始される以前の
日本では，寺子屋以外にどのような教育システムが機能していたのであろうか。
その一つに社会教育システムがあったのではないかと気づかされる。子どもを
社会全体で支える，地域社会による子育て，人育てが，現代の及びもつかない
力を発揮していたと考えさせられるのである。現代こそ，祭りを単なる遊興と
してではなく，地域における社会教育の重要な柱であったと捉え直してみる必
要があるだろう。通時的に祭りを研究することで，地域環境や，過去の市井の
人々が選んだ生き方や思考・姿勢を理解し，町人生活の実像により接近できる。
そして，それは私たちが現代社会を生きていく上での指針となるはずである。
「ふるさとの祭りはなぜ，いつから行われているのか」……それらの問いに
は，皆それぞれにちゃんと固有の歴史と理由があるはずである。本書は，さま
ざまな地域における特色ある祭りを分析するために，近世城下町における祭り
をひとつの「ものさし」として紹介するものである。前近代，とりわけ近世に
おいて全国的に設置された城下町における祭りはいかなるものだったのか，そ
の内容は不変だったのか，変化があったのか，何故その内容が採択されたのか
……こうした自身の中で湧き上がってきた謎を解明するものである。
その具体的事例として伊賀国上野城下町の「上野天神祭」と，下野国烏山城
下町の「山あげ祭り」を取り上げる。
本書は，筆者が2015年 3月に筑波大学より取得した論文博士の学位請求論
文「近世城下町における祭礼の変化に関する歴史地理学研究 ― 伊賀国上野お
よび下野国烏山を事例として ― 」をもとにしている。出版に際しては，内容
の一部を修正，補筆するとともに，「付祭り」とその「担い手」の定義の明確化
を図り，タイトルを『近世城下町の付祭りの変化 ― 伊賀国上野と下野国烏山
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を事例に ― 』にあらためた。
第1章「序論」では本書の研究目的を，第2章では，総鎮守の勧請時期と史
料の伝存のあり方の相違を比較しながら，それぞれの地域を概観した。第3章
では近世における祭礼の手本となった東照宮祭礼や天下祭における行列型祭礼
内容を紹介した。第4章では伊賀国上野の近世城下町の成立と祭りの開始との
リンク，行列型祭礼内容の継承を指摘した。第5章では下野国烏山城下町にお
ける総鎮守の祭りが，行列型から地芝居へと，その内容を転換していったこと
を指摘し，さらにその社会的背景を探り，第6章では本書から得られた知見を
集約するとともに，今後の課題を述べた。
本書の刊行にあたり，社団法人日本地理学会の2019年度出版助成の交付を
受けた。また，出版に際して海青社の宮内　久社長，社員の皆様の多大なご尽
力を賜った。図の掲載においては国立歴史民俗博物館，三重県総合博物館，伊
賀市教育委員会，津市教育委員会，那須烏山市教育委員会，伊賀市史編さん室，
紀州東照宮，四日市市立博物館をはじめ諸機関にご協力いただいた。以上，記
して心より感謝申し上げたい。
写真は引用先を書いているものを除き，筆者が撮影したもので，撮影年次の
みを記した。

2020年 2月

渡 辺  康 代
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第1章　序　　論

第1節　近世城下町研究および近世都市祭礼研究の成果と課題

1. 近世城下町の研究史とその課題

本書は，伊賀国の上野城下町と下野国の烏山城下町を主な事例として，両 城
下町の総鎮守とその祭礼内容および担い手のそれぞれの変化を，中近世移行期
から近世末期にわたり通時的に解明するものである。
祭礼の内容だけではなく，一見変化が乏しいと思われてきた町の総鎮守に
祀られる神々およびその鎮座地も，時代によって変化してきた。鎮守社とは，
国・郡・城・寺院・町・村落などを守護する神社であり，町の総鎮守とは町を守
護する神社のことであるが，これも領主や城主の交代や明治期の神社合祀など
を契機として，その鎮座地や規模，氏子構成に変化が生じるケースは少なくな
かった。町に祀られてきた総鎮守の勧請と再勧請の時期を検討することは，町
場としての開発の先行地区と後発地区とを判断する際の一指標となると考える。
本書は，総鎮守とその祭礼，およびそれらの変化を通して，城下町をはじめと
する町の構造変化を明らかにすることを目的の一つとするものである。
近世城下町研究に関して，これまで，日本史学や建築史学，歴史地理学の立
場から，  武家地・寺町・ 町人町の配置など，城下町の空間構造に注目した研究
が蓄積されてきた。その一つに， 矢守一彦

1）

による城下町の形態が変化していく
規則性の存在を明示した歴史地理学的研究がある。矢守の研究は，日本各地の
城下町絵図をもとに，近世城下町の都市性の形成過程と都市的形態の整備過程
の規則性を明示したところにその特徴がある。歴史地理学や日本史学を中心に
行われてきた城下町の形態とその変化に関する研究は，中近世移行期から17
世紀前期という時期にその注目が集中してきた

2）

。この延長線上にある潮流とし
ては，とくに建築史学による近世城下町社会の分節構造論がある。近世城下町
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第2章　研究対象地域と研究方法

第1節　 伊賀国上野城下町における総鎮守・天神宮の歴史的推移と
祭礼史料

1. 上野城下町における総鎮守・天神宮の歴史的推移

（1）上野における町立てと総鎮守・天神宮の歴史的推移

本書では町の総鎮守の神事と付祭りを取り上げる。それは城下町における最
大の動員数をもつ祭礼として開始された

1）

からであり，それに関わる城主や武士，
町人，在郷の村人といったさまざまな「担い手」を捉えることが可能であるた
めである。町に存在する諸社のなかで，まず 城下町の総鎮守が勧請・再勧請さ
れた経緯を確認する。第2章では，上野と烏山の両城下町の成立および総鎮守
勧請の時期とその経緯，そして，神事と付祭りを分析するにあたっての根本史
料の特徴という2つの側面から，両城下町の構造と神事および 付祭りの担い手
について予察的に考察しておきたい。
上野（現，三重県伊賀市上野）は，上野盆地中央部に舌状に展開する洪積台地

（上野台地）の北端部に位置し，北を服部川（山田川）と柘
つ

植
げ

川，南を久米川，西
を 木津川（ 長田川）が取り囲む要害の地にある（第2-1図）。上野城の築城は天正
13年（1585）に大和郡山城から 筒井定次が入封したことにはじまる。
上野城下町については，歴史地理学の立場から中西和子

2）

が， 藤堂高虎の時代
に，大手を出た「通り」が主たる町となる 筒井定次の タテ町型城下町を継承し
つつ，大手を出た「通り」に直交する「筋」が主たる町となる ヨコ町型城下町へ
と移行したことを想定している。しかし，天正13年（1585）に入封した前城主
である 筒井定次が タテ町型城下町プランを上野城においてどの程度まで実施し
ていたのか，さらには筒井氏入封以前の伊賀国の守護，仁木氏が館を構えてい
た時代における上野の町場の展開については未だ明らかではない。
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第3章　付祭り内容とその担い手の歴史的変遷

第1節　付祭り内容の歴史的変遷

日本列島における 付祭り内容にはいかなる歴史的変遷がみられるのであろう
か。本章では，日本列島における 付祭り内容の歴史を大局的に捉えておきたい。
8世紀初めに編纂されたとされる日本最古の歴史書『 古事記』における，天
の岩屋の場面には，男鹿の肩骨を焼く太占の様子が描写されている。日本列島
では，古来よりその年における作物の豊凶の占いが行われてきた。この担い手
に注目すると，専門的かつ限定的な人々によって行われたと考えるのが妥当で
あるため，「神事」と呼ぶにふさわしい。また，『 古事記』には，天の岩屋に籠
もってしまったアマテラスを引き出す作戦として，仕組まれた祝祭の内容が語
られる。そこには長鳴き鳥のニワトリの声，勾玉や鏡，白

しろにきて

和幣と青
あおにきて

和幣で装飾
された大きなマサカキ（真榊）を太御幣（大御幣）として奉ること，そして大勢の
神々の前でのアメノウズメの妖艶な踊りが繰り広げられたとある。ここに，少
なくとも8世紀初めの日本列島の祝祭の場において，勾玉や鏡で装飾された大
木の真榊や踊りが欠かせなかったことが示されている。
縄文時代の発掘品のなかに顔のパーツの一部である鼻や耳などの装着具があ
り，これを付けて豊猟・豊作の祭りが行われていたと考えられる。弥生時代に
おける祭祀内容のひとつに，「鳥装」すなわち鳥の仮面を被る仮装があったとさ
れる。仮面を被ることで個人が消え，神と交信できる別のシンボリックな存在
となることに意義があった。神殿と考えられる場所へ船で向かう「鳥装」の人
が，奈良県田原本町の唐古・鍵遺跡の土器にみられる

1）

。
日本列島では古来，①吉凶を判断する占い，②榊のような大木，山様のもの
を祀ること，③踊りや喜劇，④仮面を被るなど仮装して，人以外の何かになる
こと等が，神事および 付祭り内容として行われてきたといえる。
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第4章　 総鎮守とその付祭りの担い手からみた伊賀国上野
城下町の構造と変化

第1節　中近世移行期における上野城下町の神事と付祭り

1. 上野城下町における住民構成と城下町の構造

（1）中近世移行期の伊賀郷士

近世の歴史人口学では「宗門改帳（宗門人別帳）」を基礎史料とすることが多
いため，宗門改帳への記録が一般化していた18世紀以降が分析対象となる場
合が多い。ゆえに，それ以前における在郷や城下町を構成していた住民の実態
については史料的な制約が大きく，未解明な部分が多く残されてきた。
この点の解明に資する史料として，寺院の供養帳

1）

や過去帳がある。同史料に
は戒名のほかにも居住地や続柄などが記載されている場合も多い。それゆえに
同史料を使用する場合には，人権に配慮する必要がある。とりわけ，過去帳の
扱いには十分な慎重さが求められる。本研究の対象地域においては，『伊賀市
史』第4巻に「 西蓮寺過去帳

2）

」が翻刻・公表されている。そこで，本節では同書
で翻刻・公表されている天正18年（1590）から慶長13年（1608）の範囲に限定し
てこれを使用し，中近世移行期における伊賀国上野城下町の住民構成の一端を
明らかにすることを試みる。
明治4年（1871）「伊賀国阿拝郡五区戸籍之一　一番組　 東町

3）

」には，当時の
 東町住民のなかでも町屋敷地を多く集積し， 町年寄などの役職を歴任した窪田
家，築山家，森家，菊輪家に「 西蓮寺檀家」と特記されている。 西蓮寺の檀家
は上野町の旧家と重なる場合が見出され，「 西蓮寺過去帳」からは，各々の町村
における家格ある有力者の存在とその移動を把握し得ると考える。物故者の出
身地や暮らしていた町名など，書き込まれている情報量が多いことも「 西蓮寺
過去帳」の特徴である。
上野の城下町に西接する長

なが

田
た

の 西蓮寺（第4-1図）は，歴代の上野城城代家老，
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第5章　下野国烏山城下町における付祭り内容と担い手の変化

第1節　中近世移行期における烏山城下町の住民構成と付祭り内容

1. 戦国期城下町の住民構成

（1）中近世移行期における烏山城下町の構造

16世紀後期の城主 那須資胤の時代には，常陸国の佐竹義重との間に幾度か
の合戦を交えていた。永禄13年（1570）の「佐竹義重書状写

1）

」には「烏山宿根古
屋無残打散候，爰元落居不可有程候」とあり，5月11日に，烏山は佐竹勢から
攻撃を受けていた。この書状から，当時の烏山城には防衛機能を有する根古
屋，および「宿

しゆく

」と呼ばれる町場がすでに存在していたことが判る。烏山の北
に位置し， 上那須氏の有力一族である 大関氏の一拠点として発展した 大桶（第
5-1図）にも「根古屋」「やうがえ」などの小地名が残り，根古屋城跡の麓に「宿」
の地名も残っている。戦国期には，下那須地方では烏山の他にも 下境の 稲積
城， 森田城，牧野館（第5-1図）など，上那須地方では 大桶，大田原， 福原，神田，
 黒羽，金丸などの各地に城・根古屋・宿から成る戦国期の小規模な城下町が成
立していた。
烏山の鎮守である 天王社（現，八雲神社の 御仮屋）は， 那須資胤の時代の永禄
3年（1560）に，「 十文字」と呼ばれる宮原と直結する交差点に勧請された。 天王
社の神主を兼務した 宮原八幡宮の斎藤氏の「日誌

2）

」には「正一位 牛頭天王社　
永禄三年庚申建立」と明記されているため，当年における烏山への 天王社勧請
の信憑性は高い。 天王社が烏山町の十字路に勧請されたことから，烏山への家
臣団や商工人らの集住，烏山の市

3）

や宿の存在などが想定される。 大桶からの 天
王社の勧請は，上那須・下那須地方の統合の一歩とみることができる。16世紀
後期の 那須資胤の時代に，烏山における人口と商工業的機能は充実していった
ものと考えられる。
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第6章　結　　語

第1節　 上野と烏山における総鎮守とその付祭りの変化の共通性と相違

1. 城下町の総鎮守の検討

本書で主にみてきた上野および烏山の両城下町における現行の 付祭り内容は，
城下町が建設されて以降，変化なく継承されてきたものではなかった。 付祭り
内容の変化は時代ごとの人々のさまざまな価値観の変化を経て，取捨選択され
た結果であった。
 城下町の総鎮守の 付祭り内容だけではなく，一見変化が乏しいと思われる城
下町を守護する総鎮守さえも，城主の交代や明治期の神社合祀などを契機とし
て，その所在地や規模，氏子構成に変化が生じるケースは少なくなかった。上
野の総鎮守， 上野天神宮もその一例であった。 上野天神宮は 平楽寺の鎮守で
あったが，天正9年（1581）の織田勢による伊賀郷士掃討作戦（ 天正伊賀の乱）に
よって破壊され，社は 上野村における山神の地に遷宮された。
国や荘園，城，町といった領域全体を守護する鎮守社の造立や修築，その神
事の執行は，中世領主の重要な役目であった。しかし，多くの祭礼では，領主
を中心に執行される神事に加えて，領民を担い手とする付祭りも行われてき
た。この領民が行った付祭りのことを本書では神事との混同を避けるため「付
祭り」と呼び，区別した。本書では，町の総鎮守における神事や領民が行った
 付祭り内容の変化から，城下町の構造や 付祭りの担い手となった城下町町人の
生活文化とその変容を読み解いた。
16世紀末に大和国から伊賀国上野城主となった 筒井定次は， 長田川・ 木津川
水運および 大和街道による水陸両運での大和国とのかかわりを重視し， 平楽寺
跡に城郭を築き， 上野台地西端部から 沖積低地に城下町を形成した。このとき
建設された城下町は，城の西端に設けられた北口と南口の 虎口，すなわち旧 大
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